
　
　

西
九
州
道
の
延
伸
や
夜
間
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
現
在
の
観
光
客
数

の
状
況
と
今
後
の
観
光
政
策
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

　
　

全
体
の
観
光
客
数
は
、
対
前
年
比
で

約
１
０
１
％
の
増
と
予
測
。
佐
世
保
ナ
ン
バ

ー
以
外
の
車
の
入
込
み
台
数
は
微
増
と
な
っ

て
い
る
。
宿
泊
客
に
つ
い
て
も
、
対
前
年
比

約
１
１
４
％
と
見
込
ん
で
お
り
、
年
間
を
通

じ
て
増
加
傾
向
に
あ
る
状
況
。
主
な
要
因

と
し
て
は
、
外
国
人
宿
泊
客
が
増
加
し
て

い
る
。

　

 　
外
国
人
観
光
客
が
増
え
て
い
る
要
因

と
外
国
人
観
光
客
の
利
便
性
に
対
し
て
平

戸
市
と
し
て
は
何
か
配
慮
は
し
て
い
る
の
か
。

 　
　

観
光
協
会
が
商
品
化
し
て
い
る
巡
礼

ツ
ア
ー
が
人
気
の
ほ
か
、
東
ア
ジ
ア
を
中

心
に
地
道
に
誘
客
活
動
を
行
な
っ
て
き
た
成

果
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
利
便
性
向
上

の
た
め
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
推
進
し
て

お
り
、  

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
必
要
な
電

子
端
末
機
器
等
の
導
入
経
費
補
助
と
し
て
、

平
戸
市
独
自
の
補
助
制
度
を
創
設
し
た
。

　
　

平
戸
市
に
お
け
る
虐
待
の
現
状
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

　
　

平
成
30
年
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年

１
月
末
現
在
52
件
の
支
援
お
よ
び
対
応
、

件
数
は
毎
年
増
加
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

通
報
件
数
も
毎
年
増
加
し
て
い
る
。

　
　

虐
待
対
応
の
支
援
体
制
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

相
談
窓
口
と
し
て
家
庭
児
童
相
談
室

を
設
置
。相
談
指
導
を
行
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

児
童
相
談
所
や
警
察
、
医
療
機
関
、
学
校
、

保
育
関
係
者
、
教
育
委
員
会
、
主
任
児
童

委
員
な
ど
11
機
関
か
ら
構
成
さ
れ
た
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
要

支
援
児
童
へ
の
適
切
な
支
援
な
ら
び
に
関
係

機
関
と
の
円
滑
な
連
携
・
協
力
を
図
っ
て
い

る
。

　
　

平
戸
市
が
今
後
ま
ち
づ
く
り
運
営
協

議
会
に
望
む
こ
と
は
何
か
。

　
　

地
域
住
民
自
ら
が
自
治
意
識
を
持
つ

こ
と
、
地
域
課
題
に
迅
速
に
対
応
し
、
か
つ
、

自
ら
の
考
え
の
中
で
自
発
的
に
活
動
す
る

こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

　
　

平
戸
の
地
理
的
要
件
、
世
界
遺
産
登

録
後
の
観
光
戦
略
を
点
か
ら
線
、
面
へ
と
広

が
り
を
築
く
た
め
に
信
徒
発
見
の
奇
跡
を

ど
う
生
か
す
か
。

　
　

禁
教
期
の
弾
圧
に
耐
え
、
宣
教
師
が

不
在
の
中
、
信
者
の
団
結
力
や
あ
ら
ゆ
る

宗
教
と
共
存
す
る
知
恵
、
そ
の
営
み
な
ど

が
評
価
さ
れ
た
。
長
崎
県
と
熊
本
県
の
12

資
産
と
市
内
14
教
会
堂
な
ど
と
も
連
携
し
、

周
遊
ル
ー
ト
な
ど
、
魅
力
あ
る
平
戸
市
独

自
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

　
　

観
光
戦
略
と
し
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
取
り
組
み
、

今
後
の
展
開
は
。

　
　

２
０
２
０
年
度
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
本
登
録
を
目

指
し
、
旅
館
、
飲
食
店
、
漁
協
、
女
性
や

若
者
等
が
参
加
し
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
を
開

催
。
観
光
課
題
の
議
論
、
観
光
協
会
の
課

題
整
理
を
実
施
。
昨
年
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
１
人
を
観
光
協
会
に
配
置
し
、
観
光

統
計
、
デ
ー
タ
分
析
、
観
光
客
の
満
足
度

調
査
を
行
な
っ
た
。

　
　

高
齢
化
社
会
の
中
、
健
康
な
老
人
が

老
人
会
活
動
等
を
通
し
て
お
互
い
に
助
け

合
う
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

平
戸
よ
か
よ
か
体
操
を
毎
週
行
う
住

民
主
体
の
通
い
の
場
な
ど
に
助
成
を
し
て
い

る
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
労

の
機
会
を
通
し
て
、
健
康
増
進
や
社
会
参

加
に
つ
な
げ
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者
い
き

い
き
お
出
か
け
支
援
事
業
で
タ
ク
シ
ー
や
バ

ス
等
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。

　
　

市
内
の
若
者
の
引
き
こ
も
り
の
現
状
の

把
握
と
今
後
の
対
応
な
ど
は
。

　
　

内
閣
府
の
調
査
か
ら
算
出
し
た
本
市

の
引
き
こ
も
り
の
人
の
数
は
98
人
で
あ
り
、

市
と
し
て
実
態
調
査
は
し
て
い
な
い
。

　

国
の
実
態
調
査
か
ら
、
相
談
機
関
を
利

用
し
た
割
合
は
３
割
程
度
。
利
用
し
な
か
っ

た
理
由
は
、
相
談
機
関
の
情
報
が
無
か
っ
た

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
働
き
た
い
気
持
ち

は
あ
る
も
の
の
９
割
の
人
が
体
調
不
良
等
で

社
会
参
加
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

　
　

当
事
者
だ
け
で
な
く
、
家
族
に
い
か

に
関
わ
っ
て
も
ら
う
の
か
。
こ
れ
が
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
。
こ
の
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
す
る
こ

と
に
尽
き
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　

市
の
広
報
紙
等
を
利
用
し
、
相
談
窓

口
の
周
知
に
努
め
た
い
。

小
山
田　

輔
雄
（
平
伸
会
）

　
　
大
規
模
地
震
、
豪
雨
災
害
、
特
殊
災

害
に
お
け
る
全
国
的
見
地
か
ら
の
緊
急
対

応
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、
消

防
庁
お
よ
び
緊
急
消
防
援
助
隊
の
役
割
を

充
実
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
平
戸
市
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

　
　

平
戸
市
で
大
規
模
災
害
ま
た
は
特
殊

災
害
が
発
生
し
、
市
の
消
防
力
で
対
応
で

き
な
い
場
合
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の
要
請

を
行
う
。
そ
の
要
請
は
、
市
長
が
県
知
事
へ
、

県
知
事
が
消
防
庁
長
官
に
応
援
要
請
し
、

緊
急
消
防
援
助
隊
が
出
動
す
る
流
れ
と
な

る
。

　
　

第
２
次
平
戸
市
定
員
適
正
化
計
画
で

は
、
消
防
職
員
の
定
員
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

一
般
事
務
職
な
ど
と
勤
務
体
制
が
全
く
異
な

る
こ
と
か
ら
、
一
緒
に
論
じ
る
こ
と
は
無
理

が
あ
る
も
の
と
判
断
し
、
今
回
の
計
画
で

は
対
象
外
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

消
防
庁
舎
の
移
転
、
新
築
な
ど
に
よ
り
施

設
の
物
理
的
な
条
件
が
変
更
に
な
る
こ
と

か
ら
、
別
途
職
員
の
適
正
配
置
を
検
討
し
、

適
正
化
に
努
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
在
の
取
り
組
み
と
計
画
は
策
定
し
て
い

る
の
か
尋
ね
る
。

　
　

消
防
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
国
が

消
防
力
を
整
備
す
る
上
で
の
目
標
と
し
て

「
消
防
力
の
整
備
指
針
」
を
示
し
て
い
る
。

職
員
数
は
、
配
置
し
て
い
る
車
両
や
通
信
員
、

予
防
要
員
等
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
、
算
定
数

は
１
１
３
人
と
な
る
が
、
地
域
の
実
情
や
財

政
状
況
に
よ
り
条
例
定
数
を
定
め
て
い
る
。

現
在
の
条
例
定
数
は
78
人
で
充
足
率
は
69

％
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
の
高
い
と
こ
ろ
で

は
約
89
％
、
低
い
と
こ
ろ
で
は
約
53
％
と
平

戸
市
は
県
内
で
４
番
目
に
高
い
充
足
率
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

観
光
課
所
管
の
借
地
料
の
平
準
化
に

つ
い
て
、
決
算
特
別
委
員
会
で
努
力
調
整

す
る
よ
う
申
し
添
え
て
い
た
が
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
を
尋
ね
る
。

　
　

自
然
公
園
、
そ
の
他
の
施
設
の
借
地

料
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
後
、
課

内
で
協
議
し
、
既
に
調
整
を
行
う
よ
う
に

進
め
て
い
る
。

　

現
在
の
評
価
額
と
し
て
ど
う
な
の
か
。

そ
う
い
う
部
分
も
十
分
勘
案
し
た
上
で
、

あ
る
程
度
の
金
額
を
算
出
し
設
定
す
る
方

針
で
あ
り
、
既
に
支
所
と
も
調
整
し
て
い
る
。

今
後
は
、
調
整
が
で
き
れ
ば
契
約
者
と
も

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
地
理
的
要
件
、
世
界
遺
産
を
生
か
す
観
光
戦
略

●
高
齢
者
の
社
会
参
加
、
若
者
の
引
き
こ
も
り

　

の
状
況
は

竹
山　

俊
郎
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

●
消
防
行
政
に
つ
い
て

●
公
共
施
設
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て

井
元　

宏
三
（
大
地
の
会
）

●
観
光
客
の
状
況
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

●
児
童
虐
待
の
対
応
に
つ
い
て

●
ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議
会
の
今
後
に
つ
い
て
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平
戸
市
の
国
保
の
加
入
者
は
約
９
千

人
。
市
民
の
約
３
割
。
国
保
税
の
値
上
げ

は
市
民
全
体
の
問
題
。
来
年
度
（
２
０
１
９

年
度
）、
値
上
げ
す
る
こ
と
に
反
対
だ
。　

　

滞
納
に
よ
り
、
無
保
険
や
短
期
保
険
証

に
な
り
、
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
。

　

現
在
の
国
保
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
当

初
、
国
は
市
町
村
の
国
保
に
、
相
当
額
の

補
助
を
行
な
っ
て
い
た
。
加
入
者
に
低
所
得

者
が
多
い
こ
と
な
ど
が
理
由
だ
。
し
か
し
、

１
９
８
４
年
に
法
律
を
変
え
て
以
来
、
国
の

負
担
を
減
ら
し
続
け
て
き
た
。

　

全
国
知
事
会
は
、
国
に
１
兆
円
の
負
担

増
を
求
め
て
い
る
。

　

国
保
値
上
げ
の
大
き
な
責
任
は
国
に
あ

る
が
、
市
も
で
き
る
こ
と
は
行
う
べ
き
だ
。

　

市
長
は
、
平
戸
市
民
の
国
保
税
の
負
担

に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

国
保
加
入
者
が
等
し
く
医
療
を
受
け
、

加
入
者
全
体
の
相
互
扶
助
で
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
応
分
の
保
険
税
を
ご
負
担

い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
医
療
費

が
上
昇
を
続
け
て
い
る
た
め
、
や
む
を
得

な
い
。

　

し
か
し
、
市
民
の
負
担
感
は
否
め
な
い
の

で
、
全
国
市
長
会
や
全
国
知
事
会
を
通
し
て
、

国
へ
財
政
支
援
を
求
め
て
い
る
。

　
　

モ
デ
ル
世
帯
で
６
・
２
％
の
値
上
げ
計

画
と
聞
い
て
い
る
が
。

　
　

加
入
者
が
３
人
で
、
所
得
割
の
基
礎

と
し
て
１
５
０
万
円
で
、
介
護
分
と
し
て
は

２
人
、
所
得
割
１
０
０
万
円
と
い
う
世
帯

が
モ
デ
ル
世
帯
だ
。

　
　

加
入
者
の
負
担
増
は
、
世
帯
の
条
件

に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
全
加
入
者
の

合
計
で
は
約
１
，
８
０
０
万
円
の
負
担
増
に

な
る
。

　

平
戸
城
の
イ
ベ
ン
ト
「
平
戸
、
海
の
も
の

が
た
り
」
の
予
算
は
１
億
２
千
万
円
で
、

入
場
料
を
除
く
市
の
持
ち
出
し
は
５
千
万

円
の
予
定
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
入
場
者
が

少
な
く
、
赤
字
で
、
市
の
持
ち
出
し
は
８
，

２
０
０
万
円
に
増
え
た
。

　

８
，
２
０
０
万
円
の
５
分
の
１
が
あ
れ
ば
、

国
保
税
を
値
上
げ
し
な
く
て
も
す
む
。

　
　

国
保
税
に
つ
い
て
は
、
国
保
運
営
協
議

会
で
精
査
協
議
し
て
い
る
。

山
﨑　

一
洋
（
日
本
共
産
党
）

●
国
保
税　

モ
デ
ル
世
帯
で
６・
２
％
値
上
げ
へ

　
（
２
０
１
９
年
度
）

　

  
２
０
１
７
年
度
に
13
・
８
％
値
上
げ
し
た
ば
か
り

　

  
税
金
の
使
い
方
を
変
え
れ
ば
、
中
止
で
き
る

QQAA

QQQQ AAAA
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